
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

担

当

課

（

室

）

目

次

【

告

示

】

○

岡

山

県

補

助

金

等

交

付

規

則

の

規

定

に

よ

る

補

農

政

企

画

課

助

金

等

の

名

称

等

の

制

定

の

一

部

改

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

〃

〃

○

指

定

居

宅

介

護

支

援

の

事

業

の

廃

止

長

寿

社

会

課

○

道

路

の

区

域

変

更

道

路

整

備

課

○

道

路

の

供

用

開

始

〃

○

廃

物

と

認

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

放

置

自

転

車

港

湾

課

の

処

分

【

公

告

】

○

公

共

測

量

の

実

施

監

理

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

【

公

安

委

員

会

】

○

駐

車

監

視

員

資

格

者

に

係

る

講

習

の

実

施

交

通

指

導

課

【

内

水

面

漁

場

管

理

委

員

会

】

○

平

成

二

十

八

年

度

に

お

け

る

第

五

種

共

同

漁

業

内

水

面

漁

場

管

理

委

権

魚

種

の

増

殖

に

つ

い

て

の

指

示

員

会

岡

山

県

公

報

平成２７年１２月１５日 第１１７４５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
五
号

昭
和
四
十
一
年
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
三
号
（
岡
山
県
補
助
金
等
交
付
規
則
の
規
定
に
よ
る
補
助
金

等
の
名
称
等
の
制
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
平
成
二
十
七
年
度
分
の
補
助
金
か
ら
適
用
す

る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

表
農
林
水
産
部
の
部
岡
山
県
地
域
先
端
技
術
共
同
研
究
開
発
促
進
事
業
費
補
助
金
の
項
を
削
り
、
同

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
農
産
物
販
売
促
進
事
業
費
補
助
金
の
項
中

「

２

新
た
な
販
路
拡

「

大
に
向
け
た
農
林

「

２

そ
の
他
知
事
が

水
産
物
ブ
ラ
ン
デ

間
接
補
助
事
業
費
の

を

に
、

認
め
る
事
業

ィ
ン
グ
事
業

二
分
の
一
以
内

」

３

そ
の
他
知
事
が

」

認
め
る
事
業

」

「

１
及
び
３
に
つ
い

て
は
、
間
接
補
助
事

業
費
の
二
分
の
一
以

内

を

に
改
め
、
同
部
農
商
工
連
携
推
進
事
業
費
補
助
金
の
項
を
削
り
、
同

２
に
つ
い
て
は
、

間
接
補
助
事
業
費
の

二
分
の
一
以
内
又
は

定
額
。
た
だ
し
、
五

百
万
円
を
限
度
と
す

る
。

」

「

部
六
次
産
業
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
交
付
金
の
項
中

を

１

推
進
事
業
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２

整
備
事
業

」

「

１

支
援
体
制
整
備

事
業

２

推
進
事
業

３

整
備
事
業
（
事

に
改
め
、
同
部
農
業
信
用
基
金
協
会
特
別
準
備
金
補
助
金
の
項
中

業
者
タ
イ
プ
）

４

整
備
事
業
（
地

域
タ
イ
プ
）

」

「

「

七

畜
産
特
別
支
援

、「

」

「
、

」

七

畜
産
特
別
支
援

資
金

を

に

及
び
三

を

三
及
び
八

資
金

八

青
年
等
就
農
資

」

金

」

に
改
め
、
同
部
岡
山
県
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

岡
山
県
強
い
農

農
畜
産
物
の
高

市

町

農
業
・
食
品
産
業
強

事
業
ご
と
に
知
事
が

業
づ
く
り
交
付

品
質
化
、
高
付

村
、
農

化
対
策
整
備
交
付
金

定
め
る
額
又
は
率

金

加
価
値
化
、
低

業
協
同

１

産
地
競
争
力
の

コ
ス
ト
化
、
食

組
合
、

強
化

品
流
通
の
合
理

土
地
改

２

食
品
流
通
の
合

化
等

良
区
そ

理
化

の
他
知

事
が
適

当
と
認

め
る
も

の
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表
農
林
水
産
部
の
部
岡
山
県
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策
交
付
金
の
項
中

「

１

鳥
獣
被
害
防
止

「

総
合
支
援
事
業

鳥
獣
被
害
防
止
総
合

推
進
事
業

支
援
事
業

(1)

を

整
備
事
業

に
、

１

推
進
事
業

(2)
２

鳥
獣
被
害
防
止

２

整
備
事
業

緊
急
捕
獲
活
動
支

」

援
事
業

」

「

「

１
の

に
つ
い
て

(1)

１

補
助
対
象
経
費

は
、
補
助
対
象
経
費

の

二

分

の

一

以

の
二
分
の
一
以
内
。

内
。
た
だ
し
、
鳥

た
だ
し
、
鳥
獣
被
害

獣
被
害
対
策
実
施

対
策
実
施
隊
の
取
組

隊
の
取
組
及
び
新

及
び
新
規
地
区
に
つ

規
地
区
に
つ
い
て

い
て
は
、
二
百
万
円

は
、
二
百
万
円
以

を

以
内
の
定
額

に
改
め
、
同
部
岡
山
県
経
営
体
育
成

内
の
定
額

１
の

に
つ
い
て

(2)

２

補
助
対
象
経
費

は
、
補
助
対
象
経
費

の

二

分

の

一

以

の
二
分
の
一
以
内
。

内
。
た
だ
し
、
自

た
だ
し
、
自
力
施
工

力
施
工
に
つ
い
て

に
つ
い
て
は
、
定
額

は
、
定
額

２
に
つ
い
て
は
、

」

定
額

」

交
付
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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岡
山
県
空
き
家

農
村
地
域
に
お

農
家
民

岡
山
方
式
農
家
民
宿

事
業
費
の
二
分
の
一

を
活
用
し
た
田

け
る
都
市
住
民

宿
を
開

の
展
開
事
業

以
内

舎
暮
ら
し
推
進

と
の
交
流
及
び

業
し
よ

１

農
家
民
宿
の
開

事
業
交
付
金

移
住
の
促
進

う
と
す

業
に
当
た
り
、
安

る

個

全
の
確
保
及
び
衛

人
、
団

生
管
理
の
た
め
に

体
等

行
う
改
修
に
必
要

な
経
費

２

地
域
で
の
受
入

れ
の
た
め
の
研
修

等
に
必
要
な
経
費

３

農
家
民
宿
の
Ｐ

Ｒ
に
要
す
る
経
費

市

町

人
を
呼
び
込
む
耕
作

１
か
ら
３
ま
で
に

村
、
農

放
棄
地
の
活
用
推
進

つ
い
て
は
、
事
業
費

業

団

事
業

の
二
分
の
一
以
内

体
、
Ｎ

１

耕
作
放
棄
地
の

４
に
つ
い
て
は
、

Ｐ
Ｏ
法

再
生

定
額

人
等

２

都
市
交
流
型
事

業
３

移
住
者
活
用
型

事
業

４

鳥
獣
被
害
防
止

市
町
村

菜
園
付
き
田
舎
暮
ら

１
に
つ
い
て
は
、

し
の
す
す
め
事
業

一
人
又
は
一
団
体
当

１

先
輩
農
業
者
等

た
り
一
万
円

に
よ
る
農
業
指
導

２
に
つ
い
て
は
補

２

空
き
農
地
の
遊

助
対
象
経
費
の
十
分
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休
解
消

の
十
。
た
だ
し
、
十

万
円
を
上
限
と
す

る
。

表
農
林
水
産
部
の
部
新
規
林
業
就
業
者
確
保
・
育
成
対
策
事
業
費
補
助
金
の
項
及
び
林
業
就
労
改
善

支
援
事
業
費
補
助
金
の
項
中
「
認
定
林
業
事
業
体
」
を
「
認
定
事
業
体
」
に
改
め
、
同
部
お
か
や
ま
の

木
づ
か
い
推
進
事
業
費
補
助
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

お
か
や
ま
の
木

県
産
材
製
品
等

一
般
社

県
産
材
製
品
情
報
提

定
額

づ
か
い
推
進
事

に
関
す
る
情
報

団
法
人

供
・
普
及
啓
発
事
業

業
費
補
助
金

発
信
及
び
普
及

岡
山
県

１

木
づ
か
い
推
進

啓
発
に
よ
る
県

木
材
組

協
議
会
の
設
置
及

産
材
需
要
拡
大

合
連
合

び
運
営

の
促
進

会

２

県
産
材
製
品
の

情
報
に
関
す
る
資

料
の
作
成
及
び
普

及
啓
発

市
町
村
が
整
備

市

町

公
共
空
間
木
質
化
促

補
助
対
象
経
費
の
二

す
る
公
共
施
設

村
、
公

進
支
援
事
業

分
の
一
以
内
。
た
だ

及
び
学
校
、
社

共
建
築

し
、
二
百
万
円
を
限

会
福
祉
施
設
等

物
等
に

度
と
す
る
。

の

公

共

建

築

お
け
る

物
、
観
光
地
、

木
材
の

商
店
街
等
多
数

利
用
の

の
集
客
が
見
込

促
進
に

ま
れ
る
公
共
的

関
す
る

な
空
間
に
お
け

法
律
施

る
県
産
材
利
用

行

令

の
促
進

（
平
成
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二
十
二

年
政
令

第
二
百

三
号
）

第
一
条

各
号
に

規
定
す

る
建
築

物
を
整

備
す
る

者
、
商

工
関
係

団
体
、

町

内

会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法

人
そ
の

他
知
事

が
認
め

る
者

県
産
材
サ
ポ
ー

一
般
社

県
産
材
普
及
促
進
活

定
額

タ
ー
の
資
質
の

団
法
人

動
事
業

向

上

及

び

交

岡
山
県

流
、
情
報
交
換

木
材
組

等
が
図
ら
れ
る

合
連
合

環
境
の
整
備

会

Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の

一
般
社

県
産
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
取
得

定
額

普
及
及
び
Ｊ
Ａ

団
法
人

促
進
事
業
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Ｓ
認
定
取
得
の

岡
山
県

促
進

木
材
組

合
連
合

会

表
農
林
水
産
部
の
部
お
か
や
ま
の
木
で
家
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

森
林
施
業
プ
ラ

森
林
経
営
計
画

岡
山
県

森
林
施
業
プ
ラ
ン
ナ

定
額

ン
ナ
ー
育
成
支

を
作
成
し
、
提

林
業
労

ー
の
育
成
の
た
め
の

援
事
業
費
補
助

案
型
集
約
化
施

働
力
確

個
別
指
導

金

業
の
中
核
を
担

保
支
援

う
森
林
施
業
プ

セ
ン
タ

ラ
ン
ナ
ー
の
育

ー

成

表
農
林
水
産
部
の
部
県
産
ヒ
ノ
キ
販
路
拡
大
等
推
進
事
業
費
補
助
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

県
産
ヒ
ノ
キ
販

国
内
外
へ
の
県

一
般
社

県
産
材
新
販
路
開
拓

定
額

路
開
拓
支
援
事

産
ヒ
ノ
キ
製
材

団
法
人

支
援
事
業

業
費
補
助
金

品
の
Ｐ
Ｒ
及
び

岡
山
県

販
路
拡
大

木
材
組

合
連
合

会

表
農
林
水
産
部
の
部
県
民
参
加
の
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。お

か
や
ま
の
木

木
造
住
宅
の
普

県
産
乾

お
か
や
ま
の
木
で
家

一

新
築

で
家
づ
く
り
支

及
促
進
及
び
県

燥
材
を

づ
く
り
支
援
事
業

二
十
万
円

援
事
業
補
助
金

産
乾
燥
材
の
使

使
用
し

二

増
築
及
び
リ
フ
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用
の
推
進
に
よ

た
木
造

ォ
ー
ム

る
県
産
材
の
需

住
宅
の

知
事
が
別
に
定

要
拡
大

新
築
又

め
る
方
法
で
算
出

。

、

は
増
築

し
た
額

た
だ
し

若
し
く

二
十
万
円
を
限
度

は
リ
フ

と
す
る
。

ォ
ー
ム

を
行
う

者

お
か
や
ま
の
木

県
産
材
の
需
要

子
育
て

お
か
や
ま
の
木
の
住

一

新
築

の
住
ま
い
整
備

拡
大

世
帯
又

ま
い
整
備
促
進
事
業

四
十
万
円

促
進
事
業
補
助

は
多
世

二

増
築
及
び
リ
フ

金

代
同
居

ォ
ー
ム

世
帯
に

知
事
が
別
に
定

対
し
て

め
る
方
法
で
算
出

。

、

県
産
乾

し
た
額

た
だ
し

燥
材
を

四
十
万
円
を
限
度

一
定
量

と
す
る
。

以
上
使

用
し
た

木
造
住

宅
の
新

築
又
は

増
築
若

し
く
は

リ
フ
ォ

ー
ム
を

す
る
施

工
業
者
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Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
産
地

Ｃ
Ｌ
Ｔ

重
ね

一
般
社

Ｃ
Ｌ
Ｔ
等
産
地
化
形

定
額

、

化
形
成
促
進
事

梁
等
の
普
及
を

団
法
人

成
促
進
事
業

ば
り

業
費
補
助
金

図
る
こ
と
に
よ

岡
山
県

る
県
産
材
の
需

建
築
士

要
拡
大

会
及
び

一
般
社

団
法
人

岡
山
県

木
材
組

合
連
合

会

表
農
林
水
産
部
の
部
お
か
や
ま
元
気
な
森
づ
く
り
推
進
事
業
費
補
助
金
の
項
中

「

５

間
伐
コ
ー
デ
ィ

「

ネ
ー
ト
推
進
事
業

５

間
伐
コ
ー
デ
ィ

を

６

低
コ
ス
ト
再
造

に
、
「
、
４
及
び
５
」
を
「
及
び
４
か

ネ
ー
ト
推
進
事
業

林
構
築
モ
デ
ル
事

」

業

」

ら
６
ま
で
」
に
改
め
、
同
部
間
伐
等
森
林
整
備
促
進
対
策
事
業
費
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。山

火
事
予
防
総

山
火
事
の
初
期

市
町
村

山
火
事
予
防
地
域
活

補
助
対
象
経
費
の
二

合
対
策
事
業
費

消
火
体
制
の
整

動
推
進
事
業

分
の
一
以
内

補
助
金

備

少
花
粉
ス
ギ
等

少
花
粉
ス
ギ
及

岡
山
県

１

苗
畑
整
備
費

補
助
対
象
経
費
の
二

苗
木
生
産
支
援

び
少
花
粉
ヒ
ノ

山
林
種

２

機
械
導
入
費

分
の
一
以
内
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事
業
費
補
助
金

キ
の
苗
木
及
び

苗
協
同

３

資
材
費

コ
ン
テ
ナ
苗
の

組
合

計
画
的
か
つ
安

定
的
な
生
産
体

制
の
構
築

表
農
林
水
産
部
の
部
林
地
災
害
防
止
事
業
補
助
金
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

生
活
環
境
保
全

木
製
施
設
の
老

市
町
村

生
活
環
境
保
全
林
内

補
助
基
本
額
の
二
分

林
木
製
施
設
老

朽
化
対
策

に
県
が
設
置
し
た
木

の
一
以
内

朽
化
対
策
事
業

製
施
設
の
う
ち
、
老

補
助
金

朽
化
し
た
も
の
の
撤

去
又
は
更
新

表
農
林
水
産
部
の
部
林
道
整
備
事
業
補
助
金
の
項
中
「
並
び
に
山
村
地
域
の
活
性
化
、
林
業
従
事
者

の
定
住
促
進
等
を
図
る
た
め
の
生
活
環
境
基
盤
及
び
都
市
と
山
村
の
交
流
促
進
を
図
る
た
め
の
施
設
の

「

１

林
道
（
森
林
管

「

整
備
」
を
削
り
、

を

に
、

理
道
、
林
業
専
用

１

林
道
（
森
林
管

道
及
び
森
林
施
業

理
道
）

道
）

」

」

「

４

美
し
い
森
林
づ

「

く
り
基
盤
整
備
交

４

そ
の
他
の
林
道

を

付
金
林
道

に

「
三
分
の
二
以
内
」
を
「
五
〇

、

」

５

森
林
基
幹
林
道

６

そ
の
他
の
林
道

」

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
」
に

「
市
町
村
が
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
補
助
基
本
額
の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
」

、
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を
「
森
林
組
合
等
が
行
う
も
の
に
あ
つ
て
は
、
補
助
基
本
額
の
三
分
の
二
」
に
、

「

４
及
び
５
に
あ
つ

て
は
、
補
助
基
本
額

の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

以
内
。
た
だ
し
、
５

「

の
う
ち
、
森
林
組
合

４
に
あ
つ
て
は
、

等
が
行
う
も
の
に
あ

補
助
基
本
額
の
四
五

つ
て
は
、
補
助
基
本

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
。

額
の
六
五
パ
ー
セ
ン

た
だ
し
、
過
疎
地
域

を

ト
以
内

に
、

及
び
振
興
山
村
地
域

６
に
あ
つ
て
は
、

に
あ
つ
て
は
、
補
助

補
助
基
本
額
の
四
五

基
本
額
の
五
〇
パ
ー

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
。

セ
ン
ト
以
内

た
だ
し
、
過
疎
地
域

」

及
び
振
興
山
村
地
域

に
あ
つ
て
は
、
補
助

基
本
額
の
五
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
内

」

「

林
道
の
舗
装

１
に
あ
つ
て
は
、

１

幹
線
林
道

補
助
基
本
額
の
五
〇

２

そ
の
他
の
林
道

パ
ー
セ
ン
ト
以
内

２
に
あ
つ
て
は
、

補
助
基
本
額
の
三
分

の
一
以
内

を

林
道
関
連
施
設
の
整

補
助
基
本
額
の
四
五

備

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
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１

作
業
ポ
イ
ン
ト

整
備

２

接
続
路
整
備

３

林
業
施
設
用
地

整
備

」

「

林
道
の
舗
装

１
に
あ
つ
て
は
、

１

幹
線
林
道

補
助
基
本
額
の
五
〇

２

そ
の
他
の
林
道

パ
ー
セ
ン
ト
以
内

２
に
あ
つ
て
は
、

補
助
基
本
額
の
三
分

の
一
以
内

林
道
の
点
検
及
び
診

補
助
基
本
額
の
五
〇

断
並
び
に
保
全
整
備

パ
ー
セ
ン
ト
以
内

に
改
め
、
同
部
林
道
災
害
関
連
事
業
補
助
金
の

林
道
関
連
施
設
の
整

補
助
基
本
額
の
四
五

備

パ
ー
セ
ン
ト
以
内
。

１

作
業
ポ
イ
ン
ト

た
だ
し
、
森
林
基
幹

整
備

道
関
連
施
設
に
あ
つ

２

接
続
路
整
備

て
は
、
補
助
基
本
額

３

林
業
施
設
用
地

の
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト

整
備

以
内

」

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

間
伐
等
森
林
整

森
林
整
備
の
推

市
町
村

１

林
道
ア
ダ
プ
ト

定
額

備
事
業
（
林
道

進
及
び
林
業
経

推
進
事
業

機
能
強
化
）
補

営
の
合
理
化
を

２

林
道
管
理
機
能
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助
金

図
る
た
め
の
林

強
化
事
業

道
網
の
整
備

３

新
た
な
路
網
計

画
作
成
支
援
事
業

表
農
林
水
産
部
の
部
瀬
戸
内
海
環
境
美
化
推
進
事
業
補
助
金
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

瀬
戸
内
海
環
境

瀬
戸
内
海
の
環

海
洋
レ

海
面
ア
ダ
プ
ト
事
業

補
助
基
本
額
の
十
分

美
化
推
進
事
業

境
保
全
の
推
進

ジ
ャ
ー

の
十
以
内

補
助
金

団
体
等

漁
業
協

海
底
ご
み
ス
テ
ー
シ

補
助
基
本
額
の
二
分

同
組
合

ョ
ン
整
備
促
進
事
業

の
一

連

合

会
、
漁

業
協
同

組
合
又

は
知
事

が
特
に

必
要
と

認
め
た

法
人
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
六
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
株
式
会
社

住
所

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
４
丁
目

番
１
号

2
0

氏
名

代
表
取
締
役

小
松

一
郎

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン
株
式
会
社
岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

1
5
5
6

所
在
地

岡
山
県
赤
磐
市
東
軽
部
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 廃 止

10－ニ 10－ニ
種 類 飲料製造業の用に供す 飲料製造業の用に供す

るろ過施設11 るろ過施設11

能 力 120ｋｌ／日 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 平成28年３月１日 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 平成28年３月10日 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 平成28年３月25日 －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 連続20時間 断続６時間
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か

87 87ら排出される汚 水 量（㎥／日）
水等の汚染状態

5～7 5～7の通常の値及び ｐ Ｈ
最大の値並びに

1,500 2,500当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ ）�
常の量及び最大

1,000 1,500の量 ＣＯＤ（㎎／ ）�

Ｓ Ｓ（㎎／ ） 同左� 1,000 1,500

2 2油 分（㎎／ ）�

50 50Ｔ－Ｎ（㎎／ ）�

10 10Ｔ－Ｐ（㎎／ ）�

3,000 3,000大腸菌群数（個／㎤）

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする｡
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成27年12月15日から平成28年１月５日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び赤磐市役所
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

天
野
実
業
株
式
会
社

1
0

住
所

広
島
県
福
山
市
道
三
町
９
－

氏
名

代
表
取
締
役
社
長

兼
光

宏
美

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
天
野
実
業
株
式
会
社
岡
山
工
場
第
２
プ
ラ
ン
ト

所
在
地

岡
山
県
浅
口
郡
里
庄
町
里
見

－
１

2
7
5
1
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(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 新 設 新 設 廃 止

２－ハ ２－ハ ３－ホ ２－ロ ２－ハ
畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 水産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用

種 類 に供する湯煮施設 に供する湯煮施設 に供する湯煮施設 に供する洗浄施設 に供する湯煮施設
（No.47） （No.48） （No.49） （No.50） （No.８）

能 力 600Ｌ／回 700Ｌ／回 同左 120個／時 600Ｌ／回

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 同左 同左 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 着手後直ちに 同左 同左 同左 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 完成後直ちに 同左 同左 同左 －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並 ８～24時 ８～17時
24時間

びにその使用に季節的変動がある場合はそ 同左 同左 16時間 ９時間季節的変動なし
の概要 季節的変動なし 季節的変動なし

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 4.5 8.5 7 12 7 12 1.5 2.5 4.5 7.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ ） 4,000 6,000 5,000 7,200 4,000 6,000 1,000 1,500 5,000 7,200�
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ ） 1,300 2,000 1,500 2,300 1,300 2,000 300 400 1,500 2,300�

Ｓ Ｓ（㎎／ ） 550 900 400 700 550 900 280 400 400 700�

油 分（㎎／ ） 70 120 70 120 70 120 20 30 70 120�

Ｔ－Ｎ（㎎／ ） 600 800 600 800 600 800 200 300 600 800�

Ｔ－Ｐ（㎎／ ） 100 150 100 150 100 150 70 100 100 150�

大腸菌群数（個／㎤） - - - - - - - - - -

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 廃 止 廃 止 廃 止 変 更 前 変 更 後

３－ホ ３－ホ ２－ハ ２－ハ
水産食料品製造業の用 水産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用 同左種 類
に供する湯煮施設 に供する湯煮施設 に供する湯煮施設 に供する湯煮施設
（No.34） （No.36） （No.45） （No.30）

能 力 600Ｌ／回 400Ｌ／回 1,000Ｌ／回 600Ｌ／回 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － － － － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － － － － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － － － － 完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並 ８～24時
24時間

びにその使用に季節的変動がある場合はそ 同左 同左 同左 16時間季節的変動なし
の概要 季節的変動なし

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 4.5 7.5 4.5 7.5 5 8.5 4 7.5 4 6.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8 5～8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ ） 5,000 7,200 4,000 6,000 5,000 7,200 5,000 7,200�
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ ） 1,500 2,300 1,300 2,000 1,500 2,300 1,500 2,300�

Ｓ Ｓ（㎎／ ） 400 700 550 900 400 700 400 700�
同左

油 分（㎎／ ） 70 120 70 120 70 120 70 120�

Ｔ－Ｎ（㎎／ ） 600 800 600 800 600 800 600 800�

Ｔ－Ｐ（㎎／ ） 100 150 100 150 100 150 100 150�

大腸菌群数（個／㎤） - - - - - - - -

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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区 分 変 更 前 変 更 後 変 更 前 変 更 後

２－ハ ２－ハ

種 類 同左 同左
畜産食料品製造業の用 畜産食料品製造業の用
に供する湯煮施設 に供する湯煮施設
（No.31） （No.35）

能 力 600Ｌ／回 同左 400Ｌ／回 同左

工 事 着 手 予 定 年 月 日 － 許可後直ちに － 許可後直ちに

工 事 完 成 予 定 年 月 日 － 着手後直ちに － 着手後直ちに

使 用 開 始 予 定 年 月 日 － 完成後直ちに － 完成後直ちに

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並 ８～24時 ８～24時
24時間 24時間

びにその使用に季節的変動がある場合はそ 16時間 16時間季節的変動なし 季節的変動なし
の概要 季節的変動なし 季節的変動なし

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 4.5 7.5 4 6.5 4.5 7.5 3.5 5.5
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 5～8 5～8
最大の値並びに
当該汚水等の通 ＢＯＤ（㎎／ ） 5,000 7,200�
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／ ） 1,500 2,300�

Ｓ Ｓ（㎎／ ） 400 700�
同左 同左 同左

油 分（㎎／ ） 70 120�

Ｔ－Ｎ（㎎／ ） 600 800�

Ｔ－Ｐ（㎎／ ） 100 150�

大腸菌群数（個／㎤） - -

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令別表第１の号番号及び名称とする｡
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成27年12月15日から平成28年１月５日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び里庄町役場

平成２７年１２月１５日　岡山県公報　第１１７４５号



◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
八
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地

１

名
称

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
大
樹

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
芳
井
町
簗
瀬
三
二
三
番
地

二

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

１

名
称

有
限
会
社
大
樹

２

所
在
地

岡
山
県
井
原
市
芳
井
町
簗
瀬
三
二
三
番
地

三

廃
止
年
月
日

平
成
二
十
七
年
十
二
月
三
十
一
日

四

介
護
保
険
事
業
所
番
号

三
三
七
二
九
〇
〇
〇
九
六

五

サ
ー
ビ
ス
の
種
類

居
宅
介
護
支
援
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
十
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
区
域
を

次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

上
稲
木
東
江
原
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

井
原
市
木
之
子
町
字
小
山
二
三
七
三
番
三
地
先

新

八
五
二
・
五

か
ら

一
一
・
四
～

井
原
市
木
之
子
町
字
茶
屋
沼
二
五
八
七
番
二
地

二
五
・
二

先
ま
で

井
原
市
木
之
子
町
字
小
山
二
三
七
三
番
三
地
先

旧

八
五
二
・
五

か
ら

四
・
二
～

井
原
市
木
之
子
町
字
茶
屋
沼
二
五
八
七
番
二
地

一
七
・
〇

先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

水
島
港
唐
船
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域
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別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

二
四
・
三
～

倉
敷
市
玉
島
乙
島
字
大
平
七
〇
八
番
四
地
先
か

ら

新

四
七
・
〇

三
一
・
五

倉
敷
市
玉
島
乙
島
字
大
平
六
二
二
番
地
先
ま
で

二
七
・
五
～

倉
敷
市
玉
島
乙
島
字
大
平
七
〇
八
番
四
地
先
か

ら

旧

四
七
・
〇

三
六
・
八

倉
敷
市
玉
島
乙
島
字
大
平
六
二
二
番
地
先
ま
で

一

道
路
の
種
類

県
道

二

路

線

名

岡
山
児
島
線

三

道
路
の
区
域

新
旧

幅

員

延

長

区

域

別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

新

三
七
・
〇

倉
敷
市
菰
池
三
丁
目
五
〇
四
番
一
地
先
か
ら

九
・
五
～

倉
敷
市
菰
池
一
丁
目
四
九
九
番
二
地
先
ま
で

二
三
・
〇

旧

三
七
・
〇

倉
敷
市
菰
池
三
丁
目
五
〇
四
番
一
地
先
か
ら

七
・
〇
～

倉
敷
市
菰
池
一
丁
目
四
九
九
番
二
地
先
ま
で

二
三
・
〇
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
道
路
の
供
用
を

次
の
と
お
り
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
岡
山
県
土
木
部
道
路
整
備
課
に
お
い
て
告
示
の
日
か
ら
二
十
日
間
一
般
の
縦
覧

に
供
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

道
路
の

供

用

開

始

路

線

名

区

間

種

類

年

月

日

県
道

上
稲
木
東
江

井
原
市
木
之
子
町
字
小
山
二
三
七
三
番
三
地
先
か
ら

平
成
二
十
七

原
線

井
原
市
木
之
子
町
字
茶
屋
沼
二
五
八
七
番
二
地
先
ま

年
十
二
月
十

で

五
日

岡
山
児
島
線

倉
敷
市
菰
池
三
丁
目
五
〇
四
番
一
地
先
か
ら

倉
敷
市
菰
池
一
丁
目
四
九
九
番
二
地
先
ま
で
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◎
岡
山
県
告
示
第
六
百
二
十
一
号

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
四
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う

）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
廃
物
と
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
放
置
自
転
車

。

の
処
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

放
置
自
転
車
の
車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色
、
数
量
並
び
に
自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等

車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色

数
量

自

転

車

防

犯

登

録

番

号

標

等

宇
野
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
北

県
駐
輪
場

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
二
九
一
二
八

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
〇
六
一
九

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

岡
山
南
Ｃ
七
〇
一
九
二

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

二
〇
イ
ン
チ

銀

一
台

二
〇
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

倉
敷
Ｈ
四
四
六
九
八

二
〇
イ
ン
チ

金

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

岡
山
南
Ｈ
四
三
六
九
八

二
六
イ
ン
チ

焦
げ
茶

一
台

玉
野
Ｈ
〇
一
五
九
〇

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

玉
野
Ａ
三
一
八
三
九

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

玉
野
Ａ
三
二
五
五
六

二
〇
イ
ン
チ

橙

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒
・
青

一
台

玉
野
Ｈ
〇
一
三
二
四

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台
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二
六
イ
ン
チ

オ
レ
ン
ジ

一
台

玉
野
〇
一
〇
七
一

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

紺

一
台

倉
敷
Ｈ
六
二
三
二
三

二
六
イ
ン
チ

焦
げ
茶

一
台

玉
野
Ａ
二
五
五
二
八

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
〇
イ
ン
チ

白

一
台

水
島
Ａ
八
九
四
四
三

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

鶴
見
二
二
六
六
七

二
〇
イ
ン
チ

黒

一
台

玉
野
Ｈ
〇
〇
九
二
七

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

岐
阜
県
Ｂ
六
八
〇
七
八
〇

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

オ
レ
ン
ジ

一
台

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

香
川
県
北
Ｆ
五
六
七
五
四

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
三
二
九
一

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

玉
野
Ａ
二
七
一
三
三

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
七
八
四
〇
七

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ｈ
〇
四
八
五
八

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
五
七
四
四

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ａ
三
四
八
二
七

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

八
尾
二
三
九
六
六
三
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二
六
イ
ン
チ

白

一
台

玉
野
Ｈ
〇
一
五
二
六

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

倉
敷
Ｅ
一
二
一
〇
九

二
〇
イ
ン
チ

ピ
ン
ク

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

埼
玉
四
八
九
九
五
四

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
四
六
三
〇

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

水
色

一
台

香
川
県
Ｆ
〇
三
〇
三
三

二
六
イ
ン
チ

紺

一
台

二
六
イ
ン
チ

ピ
ン
ク

一
台

玉
野
Ａ
一
七
三
二
六

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
〇
一
九
四

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

岡
山
西
Ｈ
五
五
四
一
八

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
五
四
五
九

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

岐
阜
県
Ｂ
五
六
六
七
三
八

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

岡
山
西
Ｈ
七
二
一
八
六

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

玉
野
Ｈ
〇
〇
一
七
五

二
六
イ
ン
チ

黄

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

児
島
Ｈ
〇
四
七
六
五

二
六
イ
ン
チ

オ
レ
ン
ジ

一
台

二
六
イ
ン
チ

ア
イ
ボ
リ
ー

一
台

香
川
県
Ａ
Ａ
〇
一
三
五
九

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
一
五
七
九

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
二
九
五
五
一

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

岡
山
西
Ｃ
Ｏ
五
九
七
六
一

二
六
イ
ン
チ

紺

一
台

岡
山
西
Ｄ
三
四
二
〇
〇

二
六
イ
ン
チ

水
色

一
台

岡
山
南
Ｈ
一
四
六
七
五

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

倉
敷
Ｈ
四
七
一
〇
八

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

玉
野
Ａ
三
一
七
一
三
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二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

玉
野
Ａ
一
〇
三
二
七

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
九
七
七
三
一

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

玉
野
九
九
六
一
三

二
〇
イ
ン
チ

白

一
台

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
三
八
三
九

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
一
五
八
四

二
六
イ
ン
チ

緑

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

岡
山
南
〇
七
四
九
〇
六

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
六
五
三
四

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
一
八
五
〇

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

玉
野
Ａ
三
〇
一
三
八

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
三
二
〇
九

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
〇
イ
ン
チ

青

一
台

玉
野
Ａ
三
三
二
一
〇

二
六
イ
ン
チ

グ
レ
ー

一
台

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

玉
野
Ｈ
〇
三
二
〇
一

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

岡
山
南
Ｈ
二
一
三
三
二

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

緑

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ａ
二
一
一
二
九

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
一
六
九
二

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ｈ
〇
四
九
五
三
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二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
二
七
一
五

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

岡
山
一
五
七
三
九
七

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

玉
野
Ｈ
〇
二
〇
三
四

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

香
川
県
北
Ｆ
一
二
四
九
四

二
六
イ
ン
チ

緑

一
台

福
島
県
東
〇
〇
二
九
六
一

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

備
前
Ａ
二
三
六
二
五

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

岡
山
西
Ｃ
Ｏ
六
一
二
〇
五

二
〇
イ
ン
チ

白

一
台

玉
野
Ａ
三
二
三
六
二

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

香
川
県
五
二
五
二
四

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

香
川
県
Ａ
Ｂ
三
〇
四
二
四

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
四
一
九
三

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ｈ
〇
二
三
七
一

二
六
イ
ン
チ

紫

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ｈ
二
〇
七
九
九

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
Ｈ
〇
六
五
七
二

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

玉
野
Ａ
一
七
四
三
〇

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

千
葉
県
㋜
六
六
〇
六
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二
六
イ
ン
チ

黄

一
台

二
〇
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

玉
野
八
七
四
二
一

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

愛
媛
県
松
東
一
一
三
七
六
二
〇

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

玉
野
Ａ
三
二
四
六
九

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

二
六
イ
ン
チ

グ
レ
ー

一
台

玉
野
Ｈ
〇
五
一
六
二

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

グ
レ
ー

一
台

香
川
県
南
Ｆ
三
三
二
四
四

二
六
イ
ン
チ

え
び
茶

一
台

玉
野
Ｈ
〇
五
七
七
九

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

ア
イ
ボ
リ
ー

一
台

玉
野
Ｈ
〇
七
二
九
九

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

玉
野
Ｈ
〇
三
二
八
九

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二
六
イ
ン
チ

緑

一
台

玉
野
Ｈ
〇
二
九
七
〇

二
六
イ
ン
チ

赤
・
銀

一
台

玉
野
Ｈ
〇
二
〇
〇
三

二
六
イ
ン
チ

青

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

玉
野
Ｈ
〇
六
〇
三
二

二
六
イ
ン
チ

白

一
台

岡
山
西
Ｆ
三
〇
三
九
六

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

岡
山
南
Ｈ
三
五
九
九
八

二
六
イ
ン
チ

赤

一
台

二
六
イ
ン
チ

銀

一
台

二

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
っ
た
日

平
成
二
十
七
年
八
月
四
日

三

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所
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玉
野
市
築
港
一
丁
目
地
先

宇
野
港
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ
ル
北
県
駐
輪
場

四

こ
の
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
場
合
は
、
一
に
掲
げ
る
放
置
自
転
車
を

処
分
す
る
。

五

担
当
部
課
名
及
び
連
絡
先

岡
山
県
備
前
県
民
局
建
設
部
宇
野
港
管
理
事
務
所

玉
野
市
宇
野
一
丁
目
八
番
九
号

電
話
番
号

〇
八
六
三

三
一

三
二
一
一

－
－
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〔
五
〇
一
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局
苫
田
ダ
ム
管
理
所
長
か
ら
次
の
と

お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
県
苫
田
郡
鏡
野

公
共
測
量
・
数
値
撮
影
（
デ
ジ
タ

平
成
二
十
七
年
十
二
月
四
日
か
ら

町
地
先
か
ら
岡
山
県

ル

、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
、
写
真

平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

）

津
山
市
地
先

地
図
作
成

で
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〔
五
〇
二
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
小
寺
字
庚
砂
三
七
〇

六

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
井
尻
野
八
四
七

一
リ
バ
ー
サ
イ
ド
東
祥
Ｄ
一
〇
一

－

櫻
井

康
司

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
〇
一
号
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〔
五
〇
三
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

都
窪
郡
早
島
町
前
潟
字
拾
ノ
割
六
二
八

八

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

玉
野
市
田
井
三
丁
目
三
二

五
六

－

原

卓
也

原

裕
子

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
二
二
〇
号
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
二
百
五
号

道
路
交
通
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
第
五
十
一
条
の
十
三
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す

る
駐
車
監
視
員
資
格
者
に
係
る
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

講
習
の
日
時
及
び
場
所

区
分

実
施
年
月
日

時

間

実

施

場

所

講
習

平
成
二
十
八
年
二

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
四

岡
山
市
北
区
御
津
中
山
四
四
四
番

月
十
八
日
及
び
同

十
五
分
ま
で

地
三

月
十
九
日
の
二
日

岡
山
県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
三
階

間

共
用
会
議
室
及
び
四
階
小
会
議
室

考
査

平
成
二
十
八
年
二

午
前
十
時
三
十
分
か
ら
午
前

月
二
十
九
日

十
一
時
三
十
分
ま
で

二

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

２

提
出
先

郵
便
番
号
七
〇
〇

〇
八
二
四

－

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
室

３

提
出
方
法

２
の
提
出
先
へ
持
参
す
る
こ
と
。

な
お
、
代
理
人
が
提
出
す
る
場
合
は
、
受
講
希
望
者
か
ら
の
委
任
状
（
様
式
は
問
わ
な
い

）
。

を
添
え
る
こ
と
。

４

提
出
期
間

平
成
二
十
八
年
一
月
十
二
日
（
火
曜
日
）
か
ら
同
月
二
十
九
日
（
金
曜
日
）
ま
で
（
土
曜
日
及

び
日
曜
日
を
除
く

）
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で
及
び
午
後
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

。

三

受
講
定
員
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二
十
人
。
た
だ
し
、
申
込
順
に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ

て
も
受
付
を
締
め
切
る
。

四

受
講
手
数
料

二
万
円
。
受
講
申
込
書
に
岡
山
県
収
入
証
紙
を
貼
付
す
る
こ
と
に
よ
り
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
還
付
し
な
い
。

五

修
了
考
査

１

一
の
講
習
の
受
講
を
修
了
し
た
者
を
対
象
に
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。

２

１
の
修
了
考
査
に
合
格
し
た
者
の
み
駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習
の
課
程
修
了
者
と
し
、
駐
車
監

視
員
資
格
者
講
習
修
了
証
明
書
を
交
付
す
る
。

六

そ
の
他

１

代
理
受
講
は
認
め
な
い
。

２

受
講
申
込
書
を
受
理
後
、
受
講
日
等
を
指
定
し
た
受
講
票
を
送
付
す
る
。

３

五
の
１
の
修
了
考
査
に
合
格
し
た
者
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
駐
車
監
視

員
資
格
者
証
を
交
付
し
な
い
。

十
八
歳
未
満
の
者

(1)

成
年
被
後
見
人
若
し
く
は
被
保
佐
人
又
は
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

(2)

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
又
は
道
路
交
通
法
第
百
十
九
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
罪
を

(3)
犯
し
て
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
日

か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
な
い
者

集
団
的
に
、
又
は
常
習
的
に
確
認
事
務
の
委
託
の
手
続
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
六
年
国

(4)
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
十
三
号
）
第
三
条
各
号
に
掲
げ
る
罪
の
い
ず
れ
か
に
当
た
る
行
為
を

行
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
あ
る
者

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七
十
七
号
）

(5)
第
十
二
条
若
し
く
は
第
十
二
条
の
六
の
規
定
に
よ
る
命
令
又
は
同
法
第
十
二
条
の
四
第
二
項
の

指
示
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、
当
該
命
令
又
は
指
示
を
受
け
た
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過

し
な
い
も
の

ア
ル
コ
ー
ル
、
麻
薬
、
大
麻
、
あ
へ
ん
又
は
覚
醒
剤
の
中
毒
者

(6)

心
身
の
障
害
に
よ
り
、
確
認
事
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
又
は
意

(7)
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
者

駐
車
監
視
員
資
格
者
証
の
返
納
を
命
ぜ
ら
れ
、
そ
の
返
納
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過

(8)
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し
な
い
者

４

二
の
１
の
受
講
申
込
書
は
、
岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
室
及
び
県
内
の

、

。

、

各
警
察
署
の
交
通
課
又
は
交
通
第
一
課
の
窓
口
で

二
の
４
の
提
出
期
間
内
に
交
付
す
る

ま
た

岡
山
県
警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
p
r
e
f
.
o
k
a
y
a
m
a
.
j
p
/
k
e
n
k
e
i
/
k
e
n
k
e
i
.
h
t
m

５

二
の
１
の
受
講
申
込
書
の
提
出
の
際
、
受
講
す
る
者
の
住
所
、
氏
名
、
郵
便
番
号
等
の
宛
先
を

記
入
し
た
返
信
用
の
封
筒
（
八
十
二
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た
も
の
）
一
枚
を
提
出
す
る
こ
と
。

６

問
い
合
わ
せ
先

岡
山
県
警
察
本
部
交
通
部
交
通
指
導
課
駐
車
対
策
室

電
話
番
号

〇
八
六

二
三
四

〇
一
一
〇
（
内
線
五
一
四
一
）

－
－
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◎
岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会
指
示
第
一
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
六
十
七
条
第
一
項
及
び
第
百
三
十
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
権
魚
種
の
増
殖
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
指
示

す
る
。平

成
二
十
七
年
十
二
月
十
五
日

岡
山
県
内
水
面
漁
場
管
理
委
員
会

会

長

戸

田

博

2
8

（

：k
g

：

）

平
成

年
度
に
お
け
る
第
五
種
共
同
漁
業
権
魚
種
の
増
殖
指
示

単
位

た
だ
し

わ
か
さ
ぎ
は
卵
数
に
つ
い
て

単
位

万
粒

，

放
流

魚
種

代
替
措
置
可
能
魚
種

漁
業
協
同
組
合
名

漁
業
権
番
号

あ
ゆ

う
な
ぎ

ふ
な

あ
ま
ご

な
ま
ず

す
っ
ぽ
ん

に
じ
ま
す

ぼ
ら

も
ろ
こ

わ
か
さ
ぎ

は
え

て
な
が
え
び

も
く
ず
が
に

（

）
漁
業
権
者
名

1
,
4
0
0

5
0

4
0

1
0

5
0

3
0

80
5
0

内
共
第
１
号

吉
井

川
南

部
－

－
－

－
－

1
,
8
0
0

5
0

4
0

4
0
0

5
0

9
0

1
5

内
共
第
２
号

吉
野

川
－

－
－

－
－

－

1
,
8
0
0

4
0

30
3
5
0

1
0

1
0
0

1
0

内
共
第
３
号

吉
井

川
－

－
－

－
－

－

内
共
第
４
号

加
茂

郷
－

－
－

－
－

－
－

－
6
00

1
5

2
0
0

3
0

3
0

内
共
第
５
号

久
田

川
－

－
－

－
－

－
－

－
－

5
0
0

1
5

1
5
0

3
0

内
共
第
６
号

奥
津

川
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

3
5
0

2
5
0

,
6
0
0

50
5
0

1
0

1
0
0

1
0

内
共
第
７
号

旭
川
南
部
漁
連

－
－

－
－

－
－

－
1

内
共
第
８
号

旭
川

中
央

－
－

－
－

－
－

－
2
,1
00

1
0
0

2
0
0

6
0
0

1
0
0

5
0

内
共
第
９
号

湯
原

－
－

－
－

－
－

－
－

4
5
0

2
5

2
5
0

1
0
0

3
0

内
共
第

号
旭

川
北

－
－

－
－

－
－

－
－

1
0

4
5
0

2
0

4
5
0

1
5
0

3
0

1
1

3
,
6
0
0

90
8
0

2
0

1
5
0

7
5

内
共
第

号
高

梁
川

－
－

－
－

－
－

－

1
2

4
0
0

2
5

1
0

3
0

1
5

内
共
第

号
小

田
川

－
－

－
－

－
－

－
－

内
共
第

号
芳

井
町

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
3

4
0
0

1
5

3
0
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1
4

1
,
7
0
0

50
2
0

5
2
0

2
5

内
共
第

号
成

羽
川

－
－

－
－

－
－

－

1
5

3
0
0

1
0

3
0

5
5

25
内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－

内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
6

1
0

内
共
第

号
新

見
－

－
－

－
－

－
－

1
7

2
,
4
0
0

3
5

7
0
0

30
0

5
0
0

5
0

内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

－
－

1
8

2
0
0

1
0
0

1
0
0

内
共
第

号
番

川
－

－
－

－
－

－
－

－
1
9

1
0

2
8
0

2
5

1
5

4
0

内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

2
0

5
1
2
0

2
5

5
1
0

内
共
第

号
児

島
湾

淡
水

－
－

－
－

－
－

－
－

2
1

7
5

1
,
4
0
0

4
5

1
6
0

4
5

内
共
第

号
〃

－
－

－
－

－
－

－
－

2
2

1
5

6
0
0

5
4
0

5

備
考

は
え

て
な
が
え
び
及
び
も
く
ず
が
に
に
つ
い
て
は

漁
業
権
番
号
ご
と
の
指
示
量
に
応
じ
て

次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
放
流
の
代
替
措
置
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

，
，

，
。

(
1
)

（

）

産
卵
床
造
成

は
え

指
示

量
造
成
箇
所
数

造
成

基
準

箇
所

１
箇
所
当
た
り
約

㎡
の
造
成

k
g

5
0
0

１
１

で
約

の
増
殖
と
み
な
す

～

5
0

5
0
k
g

。

２
5
1

～1
0
0

３
1
0
1

～1
5
0

(
2
)

（

）

産
卵
床
造
成

て
な
が
え
び

指
示

量
造
成
束
数

造
成

基
準

束
ソ
ダ

束
の
造
成
で
約

の
kg

1
0

1
2
k
g

増
殖
と
み
な
す

1
2

10
。

(
3
)

C

（

）

（

）

親
が
に
・

甲
幅
約
３
㎜
の
稚
が
に

放
流

も
く
ず
が
に

1

指
示

量
親
が
に
放
流
基
準

放
流
基
準

C
1

親
が
に

の
放
流

の
放
流
で

k
g

8
.
4
k
g

C
1

0.
13
k
g

、
で

の
増
殖
と
み

の
増
殖
と
み
な
す

1
0

1
0
k
g

1
0
k
g

。

な
す

。

平成２７年１２月１５日　岡山県公報　第１１７４５号


